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(57)【要約】
【課題】　流体が送気用管路、送水用管路、吸引用管路
に流れたことを検出することで、管路の使用状態を検出
し、使用済みの内視鏡がそのまま再使用されることを防
止できる内視鏡システムを提供する。
【解決手段】　吸引ポンプ７０、または送気・送水ポン
プ７１が起動した際に、検出部１０４は、吸引ポンプ７
０、または送気・送水ポンプ７１の電流値を検出する。
ＭＰＵ１０２は、この検出結果からスコープユニット３
の使用の有無を判断し、使用されている場合ヒューズ１
０８を切断させ、内視鏡画像を表示させない指示を警告
部１１２に送信し、モニタ８４に表示させない。またス
コープユニット３が接続した際、ＭＰＵ１０２は、ヒュ
ーズ１０８の状態からスコープユニット３の使用の有無
を判断し、使用されている場合、内視鏡画像を表示させ
ない指示を警告部１１２に送信し、モニタ８４に表示さ
せない。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の内部に配設された管路に流体が流れた状態を検出する検出部と、
　前記内視鏡に設けられ、前記内視鏡の使用の有無に応じて記憶状態が変化する使用状態
記憶部と、
　前記検出部と前記使用状態記憶部とに接続され、前記検出部から出力された検出結果に
基づいて前記内視鏡の使用の有無を判断し、前記使用状態記憶部の記憶状態を変化させる
制御部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記制御部は、前記検出部から出力された検出結果に基づいて前記内視鏡が使用有りの
状態であると判断した場合に予め所望に設定された設定時間経過後に前記内視鏡を停止さ
せる、または前記使用状態記憶部の状態から前記内視鏡が使用有りの状態であると判断し
た場合に前記内視鏡を停止させる内視鏡停止手段を有することを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記内視鏡停止手段は、前記検出部から出力された検出結果に基づいて前記内視鏡が使
用有りの状態と前記制御部が判断した際に、時間の計測を開始する計測部と、
　前記計測部によって計測された前記時間が、前記設定時間を経過した場合、または前記
制御部が前記使用状態記憶部の状態から前記内視鏡は使用有りの状態であると判断した場
合、の少なくともいずれか一方の場合に警告を出力する警告部と、
　を有することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記管路は、体腔内に気体を送気するための送気用管路と、前記体腔内に液体を送水す
るための送水用管路と、前記体腔内から前記流体を吸引するための吸引用管路を有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記送気用管路を介して前記体腔内に前記気体を送気し、または前記送水用管路を介し
て前記体腔内に前記液体を送水する送気・送水部と、
　前記吸引用管路を介して前記体腔内から前記流体を吸引する吸引部と、
　を有し、
　前記検出部は、前記気体を送気、または前記液体を送水するために駆動した前記送気・
送水部の電流値を検出し、前記流体を吸引するために駆動した際の前記吸引部の電流値を
検出することを特徴とする請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記送気用管路を介して前記体腔内に前記気体を送気し、または前記送水用管路を介し
て前記体腔内に前記液体を送水する送気・送水部と、
　前記吸引用管路を介して前記体腔内から前記流体を吸引する吸引部と、
　前記送気・送水部を起動させる送気・送水起動部と、
　前記吸引部を起動させる吸引起動部と、
　を有し、
　前記検出部は、前記送気・送水起動部と前記吸引起動部の押圧状態を検出することを特
徴とする請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記検出部は、前記送気用管路内と、前記送水用管路内と、前記吸引用管路内の圧力を
検出する圧力検出部であることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記検出部は、前記送気用管路内と、前記送水用管路内と、前記吸引用管路内の流量を
検出する流量検出部であることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用済みの内視鏡がそのまま再使用されることを防止する内視鏡システムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な内視鏡において、検査中に体腔内に挿入される挿入部の先端に配置される先端
構成部には、観察光学系である例えば対物レンズが配設されている。挿入部が体腔内に挿
入された際に、対物レンズには体腔内の粘液等が付着し、視野が妨げられることがある。
このような場合、内視鏡の操作部の送気ボタンや、送水ボタンが押し込み操作されること
により、例えば空気や洗浄水等の流体が挿入部内部に設けられている送気・送水用管路を
介して先端構成部に設けられたノズルに供給される。これにより、ノズルから対物レンズ
の表面に流体が吹き付けられ、対物レンズに付着した粘液等を除去する構成にすることが
一般的である。
【０００３】
　特許文献１には、内視鏡を使用しない状態を検出する検出手段を備え、内視鏡を使用し
ない状態を検出した場合には検出手段から出力される信号により、照明用光源や、撮像系
の駆動電源などを自動的にオフにして省エネルギー化を図る構成が示されている。
【特許文献１】特開平０８－１２２６５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通常、一度、体腔内に挿入されて使用された内視鏡の挿入部は、体腔内から抜去された
後、洗浄、消毒される。そして、新たに使用される内視鏡には、洗浄、消毒済みの内視鏡
か、新品の内視鏡のいずれかが使用される。しかしながら、従来の内視鏡システムでは、
新たに使用される内視鏡が未使用の内視鏡か、使用済みの内視鏡かを判断する手段は格別
に設けられていないので、使用済みの内視鏡がそのまま再使用される可能性がある。
【０００５】
　上述した特許文献１の内視鏡では、内視鏡を把持する際の手振れを検出することにより
内視鏡の使用状態と判断し、手振れを検出しない場合には内視鏡を使用しない状態と判断
している。しかしながら、特許文献１の内視鏡では、使用済みの内視鏡が洗浄、消毒され
ることなく体腔内に再使用（挿入）されることを防止するものではないので、使用済みの
内視鏡がそのまま再使用されることを防止することはできない。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、使用済みの内視鏡がそのまま
再使用されることを防止できる内視鏡システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は目的を達成するために、内視鏡の内部に配設された管路に流体が流れた状態を
検出する検出部と、前記内視鏡に設けられ、前記内視鏡の使用の有無に応じて記憶状態が
変化する使用状態記憶部と、前記検出部と前記使用状態記憶部とに接続され、前記検出部
から出力された検出結果に基づいて前記内視鏡の使用の有無を判断し、前記使用状態記憶
部の記憶状態を変化させる制御部と、を具備することを特徴とする内視鏡システムを提供
する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、使用済みの内視鏡がそのまま再使用されることを防止できる内視鏡シ
ステムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
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　本発明に係る第１の実施形態について図１乃至図６を参照して説明する。　
　図１は、本実施形態における内視鏡システムの概略構成図である。図２は、内視鏡シス
テムの内部に配設された各管路の配設状態を示す概略構成図である。図３は、送気用管路
を示す概略図である。図４は、内視鏡システムの制御構成を示す図である。図５は、送気
・送水ポンプが駆動した際の電流値について示す図である。図６は、第１の実施形態にお
ける動作方法について示すフローチャートである。
【００１０】
　図１に示すように内視鏡システム１には、内視鏡（以下、スコープユニット）３と、ス
コープユニット３と接続する光源装置７２が設けられている。スコープユニット３は、患
者の体腔内に挿入される細長い挿入部２と、挿入部２の手元側に位置する基端と連結し、
挿入部２を操作する操作部４とを有する。
【００１１】
　操作部４には、ユニバーサルコード６の一端が接続されている。ユニバーサルコード６
の他端には、外部機器との接続用のコネクタ８が設けられている。スコープユニット３は
、コネクタ８を介して光源装置７２やビデオプロセッサ８２などと接続している。このコ
ネクタ８は、光源装置７２やビデオプロセッサ８２に対して着脱自在である。
【００１２】
　挿入部２には、操作部４と基端部が連結された細長い可撓管部１０と、この可撓管部１
０の先端に基端部が連結された湾曲部１２と、この湾曲部１２の先端に基端部が連結され
た先端硬性部１４が設けられている。
【００１３】
　この先端硬性部１４の先端面には、例えば図示しない照明光学系の照明レンズと、観察
光学系の対物レンズと、図２に示すような先端面から流体（例えば気体（空気）６１、ま
たは液体６２）を流す送気・送水ノズル１６と、処置具挿通チャンネル４４の先端開口部
１８などが配設されている。処置具挿通チャンネル４４は先端面から流体を吸引する吸引
管路を兼ねている。
【００１４】
　本実施形態における送気・送水ノズル１６は、流体を体腔内に流すことで、例えば上述
した照明レンズ、観察光学系の対物レンズなどを洗浄する。このような洗浄は、挿入部２
が体腔内に挿入された際に、例えば照明レンズ、観察光学系の対物レンズに付着した体腔
内の粘液等を除去し、視野を確保するために行われる。また吸引管路は、流体を体腔内か
ら吸引する。このように送気・送水ノズル１６や吸引管路は、挿入部２が体腔内に挿入さ
れた際に使用される。
【００１５】
　先端硬性部１４において、送気・送水ノズル１６には送気・送水チューブ１６ａが接続
し、先端開口部１８には吸引チューブ２４が接続している。吸引チューブ２４の一部は、
処置具挿通チャンネル４４を兼ねる。この送気・送水チューブ１６ａは、湾曲部１２にお
いて送気チューブ２０と、送水チューブ２２の２股に分かれている。送気チューブ２０と
、送水チューブ２２と、処置具挿通チャンネル４４は、湾曲部１２と、可撓管部（蛇管部
）１０の内部を挿通して操作部４にまで連通している。
【００１６】
　先端硬性部１４には、照明レンズの後方に図示しないライトガイドファイバの先端部が
固定されている。さらに、対物レンズの後方にはＣＣＤ等の撮像素子とその接続回路基板
などが固定されている。なお、撮像素子に代えて図示しないイメージガイドファイバの先
端部を固定して、スコープユニット３を電子スコープに限らずにファイバースコープとし
てもよい。
【００１７】
　操作部４には、術者が把持する把持部２８が配設されている。この把持部２８には、ユ
ニバーサルコード６の基端部が連結されている。上述した送気チューブ２０と、送水チュ
ーブ２２と、吸引チューブ２４は、ユニバーサルコード６を介してコネクタ８にまで連通
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している。
【００１８】
　また把持部２８には、湾曲部１２を上下に湾曲操作させる上下湾曲操作ノブ３２と、湾
曲部１２を左右に湾曲操作させる左右湾曲操作ノブ３４と、後述する吸引ポンプ７０を起
動させる吸引起動部である吸引ボタン３６と、後述する送気・送水ポンプ７１を起動させ
る送気・送水起動部である送気・送水ボタン３８と、内視鏡撮影用の各種ボタン４０と、
処置具挿入部４２がそれぞれ設けられている。送気・送水ボタン３８は、送気と送水のた
めに個々に分けられて設けられていても良い。処置具挿入部４２には、挿入部２内に配設
された処置具挿通チャンネル４４の基端部に連結される処置具挿入口（鉗子口）４８が設
けられている。この処置具挿通チャンネル４４の先端は、図２に示すように吸引チューブ
２４と連通している。図示しない内視鏡用処置具は、内視鏡システム１の処置具挿入口４
８から処置具挿通チャンネル４４内と、吸引チューブ２４内に挿入されて先端硬性部１４
側まで押し込み操作される。その後内視鏡用処置具は、処置具挿通チャンネル４４の先端
開口部１８から外部に突出される。
【００１９】
　コネクタ８には、高周波処置時に漏れ電流を回収するためのアース端子５０と、図２に
示すように送水チューブ２２を送水タンク５２に連通させる送水口金５４と、送気チュー
ブ２０を送水タンク５２に連通させる送気口金５８と、吸引チューブ２４を吸引ポンプ７
０と連通させる吸引口金６０が設けられている。なお送気チューブ２０は２股に分かれて
おり、一方は送気口金５８を介して送水タンク５２と連通し、他方は送気管５６と連通し
ている。
【００２０】
　送水タンク５２には、液体６２が充填されており、透明の例えば樹脂製の容器である。
そのため目視により充填されている液体６２の充填量が容易に確認される。送水タンク５
２には、液体６２を計量する計量部６４である目盛６６が設けられている。計量部６４は
、液体６２の投与（消費、供給）量に比例して移動（低下）する薬液面を目盛６６によっ
て確認されることで、送水タンク５２に保持されている液体６２の残量を計量する残量計
量部である。なお目盛６６の代わりに例えば送水タンク５２に保持されている液体６２の
液面高さを検出する液面検出センサを使用して液体６２の投与量を計量しても良い。
【００２１】
　送水タンク５２の上部には、栓６８が設けられている。栓６８は、液体６２が漏れない
ように送水タンク５２を略密閉する。この栓６８には、送水チューブ２２が貫通する。な
お栓６８の材料は、液体成分に影響を与えない材質とし、例えばゴム製である。この送水
チューブ２２は、送水タンク５２の底面近傍にまで延設されている。
【００２２】
　またコネクタ８は、光源装置７２と接続する。これにより送気管５６は光源装置７２に
設けられている送気・送水ポンプ７１と接続し、送気管５６には送気・送水ポンプ７１に
よって空気６１が送気される。またコネクタ８が光源装置７２と接続すると、コネクタ８
に設けられているライトガイド接続部７５もコネクタ受７４と接続する。
【００２３】
　コネクタ８の接続端側外周部には、光源装置７２との電気的接続を行う接点７６が所定
数設けられている。さらにこのコネクタ８には、中間部に電気コネクタ部７８が備えられ
ており、この電気コネクタ部７８は電気ケーブル８０を介してビデオプロセッサ８２と接
続している。このビデオプロセッサ８２は表示部であるモニタ８４と接続され、上述した
対物レンズで撮像された画像がモニタ８４に表示されて、観察可能となっている。
【００２４】
　送気・送水部である送気・送水ポンプ７１は、装置外部から送気管５６と、送気チュー
ブ２０と、送気・送水チューブ１６ａと、送気・送水ノズル１６を介して空気６１を体腔
内に送気する。このように送気管５６と、送気チューブ２０と、送気・送水チューブ１６
ａと、送気・送水ノズル１６は、空気を送気するための送気用管路を形成している。
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【００２５】
　また送気・送水ポンプ７１は、送気管５６と、送気チューブ２０を介して空気６１を送
水タンク５２に送気し、送水タンク５２を加圧する。これにより液体６２は、送水チュー
ブ２２と、送気・送水チューブ１６ａと、送気・送水ノズル１６とを介して体腔内に送水
される。送気・送水ポンプ７１は、このようにして液体６２を体腔内に送水する。このよ
うに送気管５６と、送気チューブ２０と、送水タンク５２と、送気・送水チューブ１６ａ
と、送気・送水ノズル１６は、送水用管路を形成している。
【００２６】
　また吸引部である吸引ポンプ７０は、体腔内から流体を先端開口部１８と、処置具挿通
チャンネル４４と、吸引チューブ２４を介して吸引する。このように先端開口部１８と、
処置具挿通チャンネル４４と、吸引チューブ２４は、吸引用管路を形成している。
【００２７】
　このように本実施形態において流体が流れる管路は、体腔内に空気６１を送気する送気
用管路と、体腔内に液体６２を送水する送水用管路と、体腔内から流体を吸引する吸引用
管路を有し、これら送気用管路と、送水用管路と、吸引用管路は、スコープユニット３内
部に配設されている。
【００２８】
　なお吸引ポンプ７０と、送気・送水ポンプ７１は、異なる構成部材としたが、空気６１
を体腔内に送気でき、液体６２を体腔内に送水でき、流体を体腔内から吸引できるのであ
れば同一部材としてもよい。
【００２９】
　図２、図３に示すように送気・送水ボタン３８の押圧部９０には、孔９２が設けられて
いる。上述したように送気・送水ポンプ７１が空気６１を体腔内に送気する場合、この孔
９２は例えば指９４等によって塞がれる。この状態では、送気チューブ２０が開き、送水
チューブ２２が閉じる。これにより上述したように、また図３に示すように送気・送水ポ
ンプ７１は、空気６１を送気管５６と、送気チューブ２０と、送気・送水チューブ１６ａ
と、送気・送水ノズル１６を介して体腔内に送気する。
【００３０】
　また送気・送水ポンプ７１が液体６２を体腔内に送水する場合、送気・送水ボタン３８
が押し込まれる（押圧される）。これにより送気チューブ２０が閉じ、送水チューブ２２
が開く。送気・送水ポンプ７１は、送気管５６を介して空気６１を送気チューブ２０に供
給する。その際、送気・送水ボタン３８によって送気チューブ２０が閉じているため、空
気６１は送気チューブ２０と、送水チューブ２２を介して送水タンク５２に送気される。
送水タンク５２は、栓６８によって略密閉されているために、空気６１が流入すると、送
水タンク５２は加圧される。これにより送気・送水ポンプ７１は、送水タンク５２に充填
されている液体６２を送水チューブ２２と、送気・送水チューブ１６ａと、送気・送水ノ
ズル１６を介して体腔内に送水させる。
【００３１】
　吸引ボタン３６が押し込まれると、上述したように吸引ポンプ７０から生じる吸引力に
より、先端開口部１８と、処置具挿通チャンネル４４と、吸引チューブ２４を介して体腔
内から流体を吸引する。
【００３２】
　次に図４を参照して内視鏡システム１のシステム構成について説明する。図４に示すよ
うにヒューズ１０８を有するスコープユニット３と、光源装置７２は、接続する。光源装
置７２には、内視鏡システム１等を制御するＭＰＵ１０２と、検出部１０４と、切り替え
部１０６と、内視鏡停止手段１１０が設けられている。また光源装置７２には、検出部１
０４と接続している送気・送水ポンプ７１が設けられている。なお内視鏡停止手段１１０
は、警告部１１２と、計測部１１４を有している。ＭＰＵ１０２は、これら検出部１０４
と、切り替え部１０６と、警告部１１２と、計測部１１４と接続している。検出部１０４
は吸引ポンプ７０と接続し、警告部１１２はビデオプロセッサ８２を介してモニタ８４と
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接続している。なおヒューズ１０８は、スコープユニット３の例えばコネクタ８に設けら
れている。　
　スコープユニット３のコネクタ８が光源装置７２と接続した際に、ヒューズ１０８と光
源装置７２側の切り替え部１０６が接続する。
【００３３】
　検出部１０４は、送気・送水ポンプ７１の電流値を計測し、計測結果をＭＰＵ１０２が
受信できる信号状態に変換し、ＭＰＵ１０２に計測結果を有する信号を送信する。通常、
送気・送水ポンプ７１は駆動（流体を体腔内に送気、または送水）した際、図５に示すよ
うに送気・送水ポンプ７１の電流値は一定値まで上昇する。検出部１０４は、このような
電流値の変化を検出し、電流値によって流体が管路に流れたことを検出する。　
　ＭＰＵ１０２は、検出部１０４から送信される上述した信号を受信し、この信号に基づ
いてスコープユニット３の使用の有無を判断する。またＭＰＵ１０２は、この判断のため
に閾値を格納しており、スコープユニット３の使用の有無を判断する際に各種の演算を行
う。なお閾値とは、図５に示すような送気・送水ポンプ７１の電流値に対する値である。
【００３４】
　ＭＰＵ１０２は、演算結果に応じた制御信号を切り替え部１０６に送信し、切り替えス
イッチ１０６Ｓを切り替えさせ、ヒューズ１０８の状態を変化させる。このようにＭＰＵ
１０２は、検出部１０４から送信された検出結果に基づいてスコープユニット３の使用の
有無を判断し、ヒューズ１０８の状態を変化させる。
【００３５】
　またＭＰＵ１０２は、切り替え部１０６から後述するＬＯＷ、またはＨＩＧＨの信号を
受信し、この信号からでもスコープユニット３の使用の有無を判断することができる。よ
り詳細には、これら信号は後述するヒューズ１０８の状態に応じて出力されるため、ＭＰ
Ｕ１０２はヒューズ１０８の状態からでもスコープユニット３の使用の有無を判断するこ
とができる。
【００３６】
　ＭＰＵ１０２はスコープユニット３が使用済みであると判断した際に、ＭＰＵ１０２は
計測部１１４に時間の計測を開始させる指示（信号）を送信し、計測部１１４から計測時
間情報を受信する。計測時間情報は、計測部１１４によって計測された計測時間や後述す
る情報信号である。　
　ＭＰＵ１０２は計測時間情報を受信した後、ＭＰＵ１０２は警告部１１２に使用状況情
報（後述する第１の警告）を送信する。使用状況情報とは、例えばスコープユニット３が
使用され始めたこと示す情報や残り時間情報などである。残り時間情報とは、後述する検
査可能時間から計測時間を引いた残り時間等である。
【００３７】
　なお計測時間が検査可能時間に達した（残り時間が０になった）場合や使用済みのスコ
ープユニット３が光源装置７２と接続した場合、ＭＰＵ１０２は、例えば対物レンズによ
って撮影される画像（以下、内視鏡画像）をモニタ８４に表示させないこと（内視鏡装置
の終了）を指示する使用状況情報（後述する第２の警告）を警告部１１２に送信する。
【００３８】
　切り替え部１０６は、抵抗Ｒ１（信号読み取り用抵抗）と、抵抗Ｒ２（信号書き込み用
抵抗）と、切り替えスイッチ１０６Ｓを有している。抵抗Ｒ１の抵抗値は、抵抗Ｒ２の抵
抗値よりも大きい。コネクタ８と光源装置７２とが接続した際、切り替え部１０６は、切
り替えスイッチ１０６Ｓを抵抗Ｒ１、または抵抗Ｒ２と接続させ、ヒューズ１０８と抵抗
Ｒ１と抵抗Ｒ２との接続状態を切り替える。
【００３９】
　このように切り替えることで、切り替え部１０６は、使用済み信号読み取りモード（以
下、読み取りモード）と、使用済み信号書き込みモード（以下、書き込みモード）の切り
替えを行う。　
　読み取りモードとは、ヒューズ１０８と、抵抗Ｒ１と、ＭＰＵ１０２の図示しない使用
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済み信号入力端子と、が導通することである。スコープユニット３が未使用である場合、
切り替えスイッチ１０６Ｓは、ヒューズ１０８と抵抗Ｒ１を接続状態に保持する（切り替
え部１０６は、読み取りモードに切り替える）。このとき切り替え部１０６の図示しない
電源は、ヒューズ１０８に小さい値を有する電流を流すため、ヒューズ１０８は切断され
ない状態で保持される。また読み取りモードでは、ＬＯＷの信号がＭＰＵ１０２に出力さ
れる。　
　書き込みモードとは、ヒューズ１０８と、抵抗Ｒ２と、が導通することである。抵抗Ｒ
２は、ヒューズ１０８を切断するのに十分な電流を流すことができる。スコープユニット
３が使用状態である場合、ＭＰＵ１０２の演算結果に応じた制御信号によって切り替えス
イッチ１０６Ｓが切り替わる。これにより切り替えスイッチ１０６Ｓは、ヒューズ１０８
と抵抗Ｒ２を接続状態に保持する（切り替え部１０６は、書き込みモードに切り替える）
。このとき切り替え部１０６の図示しない電源は、ヒューズ１０８に大きい値を有する電
流を流し、ヒューズ１０８を切断する。　
　またこの時、ＨＩＧＨの信号がＭＰＵ１０２に出力される。
【００４０】
　またこの時、切り替えスイッチ１０６Ｓは切り替わり、抵抗Ｒ１と接続する（切り替え
部１０６は、読み取りモードに切り替える）。一度ＨＩＧＨの信号がＭＰＵ１０２に出力
されると、スコープユニット３が光源装置７２と接続している限り、ヒューズ１０８には
、値の大きい電流は流れない。よって切り替えスイッチ１０６Ｓは抵抗Ｒ２と接続するこ
とがないため、書き込みモードにならず、読み取りモードが維持される。
【００４１】
　このようにヒューズ１０８は、ＭＰＵ１０２から出力された制御信号に基づいてスコー
プユニット３の使用の有無の状態を記憶し、スコープユニット３の使用の有無に応じて記
憶状態（切断状態）が変化する使用状態記憶部である。
【００４２】
　またヒューズ１０８が導通している場合、切り替え部１０６から使用済み信号入力端子
にヒューズ１０８の使用状況を表すＬＯＷの信号が入力する。よってＭＰＵ１０２によっ
てスコープユニット３は未使用状態と判断される。　
　またヒューズ１０８が切断した場合、切り替え部１０６から使用済み信号入力端子にス
コープユニット３が使用済みであるという情報を有するＨＩＧＨの信号が入力する。よっ
てＭＰＵ１０２によってスコープユニット３は使用済状態と判断される。
【００４３】
　警告部１１２は、ＭＰＵ１０２から第１の警告と第２の警告のそれぞれの使用状況情報
を受信する。
【００４４】
　警告部１１２は、ＭＰＵ１０２から第１の警告を受信した際、警告信号をビデオプロセ
ッサ８２に送信する。なお警告部１１２は、第１の警告を受信した際、例えば音などの警
告を出力しても良い。また警告部１１２は、モニタ８４に点滅等の警告を表示させても良
い。
【００４５】
　警告部１１２は、第２の警告を受信した際、モニタ８４に内視鏡画像を表示させないこ
とを、例えば音などで術者等に警告する。この音は、第１の警告における音とは異なる。
なお警告部１１２は、モニタ８４に点滅等の警告を表示させても良い。警告部１１２は、
警告後、ビデオプロセッサ８２に内視鏡画像を表示させない指示信号を送信する。このよ
うに警告部１１２は、計測時間が検査可能時間を越えた際、またはＭＰＵ１０２がヒュー
ズ１０８の状態からスコープユニット３は使用済みの状態であると判断した際のいずれか
一方において、警告信号や警告を出力する。
【００４６】
　計測部１１４は、予め所望な値に設定されている設定時間を格納している。設定時間と
は、ＭＰＵ１０２が、スコープユニット３が使用済みである、と判断してから内視鏡画像
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のモニタ出力を停止するまでの時間（検査可能時間）である。この時間内において内視鏡
システム１は、検査のために可動可能である。計測部１１４は、ＭＰＵ１０２から上述し
た指示（信号）を受信した際に時間の計測を開始し、計測時間情報をＭＰＵ１０２に送信
する。また計測部１１４は、計測した時間が検査可能時間に達した際に、ＭＰＵ１０２に
その旨を有する情報信号を送信する。
【００４７】
　このようにＭＰＵ１０２が検出部１０４から送信された信号からスコープユニット３が
使用済みの状態であると判断した場合、警告部１１２と、計測部１１４を有している内視
鏡停止手段１１０は、検査可能時間経過後において、内視鏡画像のモニタ出力を停止し、
内視鏡システム１を停止させる。またＭＰＵ１０２がヒューズ１０８の状態からスコープ
ユニット３が使用済みの状態であると判断した場合、内視鏡停止手段１１０は、内視鏡画
像のモニタ出力を停止し、内視鏡システム１を停止させる。
【００４８】
　ビデオプロセッサ８２は、内視鏡画像をモニタ８４に出力する。
【００４９】
　またビデオプロセッサ８２は、警告部１１２から警告信号を受信し、スコープユニット
３が使用され始めたこと示す情報や残り時間情報等の使用状況情報（警告信号）をモニタ
８４に表示させる。　
　またビデオプロセッサ８２は、警告部１１２から内視鏡画像を表示させない指示信号を
受信し、内視鏡画像がモニタ８４に表示されないように制御し、モニタ８４にスコープユ
ニット３が使用済みであるという警告を表示させる。
【００５０】
　モニタ８４は、内視鏡画像と、ビデオプロセッサ８２から受信した使用状況情報とスコ
ープユニット３が使用済みであるという警告と、のいずれかを表示する。なおビデオプロ
セッサ８２は、警告部１１２から内視鏡画像を表示させない指示信号を受信した際、モニ
タ８４は内視鏡画像を表示しない。
【００５１】
　なお上記において、送気・送水ポンプ７１が起動した際のＭＰＵ１０２と、検出部１０
４と、切り替え部１０６と、ヒューズ１０８と、計測部１１４の構成について説明したが
、これら構成は、吸引ポンプ７０が起動する（流体を吸引する）際も同様である。
【００５２】
　次に図６に示すフローチャートを参照して内視鏡システムの動作方法について説明する
。　
　スコープユニット３は、ユニバーサルコード６と、コネクタ８と、コネクタ受７４を介
して光源装置７２と接続する。またスコープユニット３は、ユニバーサルコード６と、コ
ネクタ８と、電気コネクタ部７８と、電気ケーブル８０を介してビデオプロセッサ８２と
接続する。ビデオプロセッサ８２と光源装置７２の電源が投入されると、ＭＰＵ１０２は
、内視鏡システム１全体を制御する。この時、切り替えスイッチ１０６Ｓは、抵抗Ｒ１と
接続しており、切り替え部１０６は、読み取りモードを維持している。
【００５３】
　次にＭＰＵ１０２は、ヒューズ１０８の切断状態の有無を判断するために、使用済み信
号入力端子において、切り替え部１０６からＨＩＧＨ、またはＬＯＷの信号を受信する。
ＭＰＵ１０２は、この信号からスコープユニット３が未使用であるか否かを判断する（Ｓ
ｔｅｐ１）。
【００５４】
　ＭＰＵ１０２は、ＬＯＷの信号を受信した際、ヒューズ１０８が導通し、スコープユニ
ット３が未使用であると判断する（Ｓｔｅｐ１：Ｙｅｓ）。次に送気・送水ポンプ７１が
駆動し、電流値が一定値まで上昇すると、流体が体腔内に流れる。検出部１０４は、電流
値を計測し、ＭＰＵ１０２にこの計測結果を有する信号を送信する。ＭＰＵ１０２は、こ
の信号を受信し、閾値と比較し、スコープユニット３の使用の有無を判断する（Ｓｔｅｐ
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２）。
【００５５】
　ＭＰＵ１０２が、電流値が閾値を超えたことを検出すると、スコープユニット３が使用
されたと判断する（Ｓｔｅｐ２：Ｙｅｓ）。その際、ＭＰＵ１０２は、制御信号を切り替
え部１０６に送信し、切り替えスイッチ１０６Ｓを抵抗Ｒ２と接続するように切り替えさ
せる。これにより切り替え部１０６は、書き込みモードを維持する（Ｓｔｅｐ３）。また
切り替え部１０６の図示しない電源は、ヒューズ１０８に大きい値を有する電流を流し、
ヒューズ１０８を切断する。
【００５６】
　次に切り替えスイッチ１０６Ｓは抵抗Ｒ１と接続するように切り替わり、切り替え部１
０６は読み取りモードを維持する（Ｓｔｅｐ４）。ＭＰＵ１０２は、使用済み信号入力端
子において、切り替え部１０６からＨＩＧＨの信号を受信し、スコープユニット３が使用
済みであると判断する。
【００５７】
　ＭＰＵ１０２は、計測部１１４において計測時間を初期化し（Ｓｔｅｐ５）、計測部１
１４に時間の計測を開始させる（Ｓｔｅｐ６）。またＭＰＵ１０２は、警告部１１２に使
用状況情報を送信する（Ｓｔｅｐ７）。
【００５８】
　警告部１１２は、使用状況情報を受信した際、警告信号をビデオプロセッサ８２に送信
し、ビデオプロセッサ８２は、スコープユニット３が使用され始めたことや、残り時間等
の使用状況情報をモニタ８４に表示させる。また警告部１１２は、例えば音などの警告を
出力しても良い。また警告部１１２は、モニタ８４に点滅等によって警告を表示させても
良い。このようにＭＰＵ１０２は、スコープユニット３が使用され始めたことを警告部１
１２に警告させる（第１の警告）（Ｓｔｅｐ８）。
【００５９】
　次にＭＰＵ１０２は、計測部１１４によって計測された計測時間が検査可能時間を越え
たか否かを判断する（Ｓｔｅｐ９）。ＭＰＵ１０２は、計測部１１４によって計測時間を
管理することで、流体が流れた直後に内視鏡システム１が停止してしまうことを防止する
。またスコープユニット３は、この計測時間内に例えば体腔内の組織を処置し、体腔内か
ら抜去される。
【００６０】
　ＭＰＵ１０２が、計測時間が検査可能時間を越えたと判断した場合（Ｓｔｅｐ９：Ｙｅ
ｓ）、ＭＰＵ１０２は、内視鏡システム１の使用を制限する（第２の警告）（Ｓｔｅｐ１
０）。
【００６１】
　詳細には、ＭＰＵ１０２は、警告部１１２に内視鏡画像を表示しないこと（内視鏡装置
の終了）を指示する使用状況情報を送信する。警告部１１２は、モニタ８４に内視鏡画像
を表示させないことを、例えば音などで例えば術者に警告する。この音は、第１の警告に
おける音とは異なる。また警告部１１２は、警告後、ビデオプロセッサ８２に内視鏡画像
を表示させない指示信号を送信する。ビデオプロセッサ８２は、内視鏡画像を表示しない
ようにモニタ８４を制御する。モニタ８４は、スコープユニット３が使用済みであるとい
う警告を表示し、内視鏡画像を表示しない。
【００６２】
　これによりＭＰＵ１０２は、例えばスコープユニット３が体腔内の組織を処置し、体腔
内から抜去された後に、再挿入されることを、警告部１１２に警告を出力させることで防
止する。なおＭＰＵ１０２は、このＳｔｅｐ１０にてＳｔｅｐ８の第１の警告を警告部１
１２に停止させる。
【００６３】
　次にＭＰＵ１０２は、スコープユニット３が光源装置７２と、ビデオプロセッサ８２か
ら取り外されたか否かを判断する（Ｓｔｅｐ１１）。ＭＰＵ１０２は、スコープユニット
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３が光源装置７２と、ビデオプロセッサ８２から取り外されたと判断した場合（Ｓｔｅｐ
１１：Ｙｅｓ）、ＭＰＵ１０２は、計測時間を初期化し、表示されていない内視鏡画像を
再び表示させ、警告部１１２に第２の警告を停止させ、動作を終了する（Ｓｔｅｐ１２）
。
【００６４】
　前述したＳｔｅｐ１において、使用済みのスコープユニット３が光源装置７２と接続し
た際、切り替え部１０６が読み取りモードに切り替えられており、またＭＰＵ１０２は、
使用済み信号入力端子において、切り替え部１０６からＨＩＧＨの信号を受信する。よっ
てＭＰＵ１０２は、スコープユニット３が未使用でない（使用済みである）と判断する（
Ｓｔｅｐ１：Ｎｏ）。この場合、Ｓｔｅｐ１０に進み、ＭＰＵ１０２は、内視鏡システム
１の使用を制限する。
【００６５】
　また前述したＳｔｅｐ１１において、ＭＰＵ１０２は、スコープユニット３が光源装置
７２と、ビデオプロセッサ８２から取り外されていないと判断した場合（Ｓｔｅｐ１１：
Ｎｏ）、Ｓｔｅｐ１０に戻る。
【００６６】
　Ｓｔｅｐ２において、ＭＰＵ１０２が、電流値が閾値を超えていないことを検出すると
、スコープユニット３が使用されていないと判断する（Ｓｔｅｐ２：Ｎｏ）。これにより
ＭＰＵ１０２は、スコープユニット３が体腔内で挿入されていないとみなす。そのため、
内視鏡システム１は通常の動作を続けることができる。その際、ＭＰＵ１０２は、スコー
プユニット３が光源装置７２と、ビデオプロセッサ８２から取り外されたか否かを判断す
る（Ｓｔｅｐ１３）。ＭＰＵ１０２が、スコープユニット３が光源装置７２と、ビデオプ
ロセッサ８２から取り外されたことを判断した場合（Ｓｔｅｐ１３：Ｙｅｓ）、Ｓｔｅｐ
１２に進む。なおＭＰＵ１０２は、スコープユニット３が光源装置７２と、ビデオプロセ
ッサ８２から取り外されていないと判断した場合（Ｓｔｅｐ１３：Ｎｏ）、Ｓｔｅｐ１に
戻る。
【００６７】
　Ｓｔｅｐ９において、ＭＰＵ１０２が、計測時間が検査可能時間を越えたと判断しなか
った場合（Ｓｔｅｐ９：Ｎｏ）、ＭＰＵ１０２は、計測時間が検査可能時間を越えていな
いとみなし、スコープユニット３が光源装置７２と、ビデオプロセッサ８２から取り外さ
れたか否かを判断する（Ｓｔｅｐ１４）。ＭＰＵ１０２が、スコープユニット３が光源装
置７２と、ビデオプロセッサ８２から取り外されたことを判断した場合（Ｓｔｅｐ１４：
Ｙｅｓ）、Ｓｔｅｐ１２に進む。なおＭＰＵ１０２は、スコープユニット３が光源装置７
２と、ビデオプロセッサ８２から取り外されていないと判断した場合（Ｓｔｅｐ１４：Ｎ
ｏ）、Ｓｔｅｐ６に戻る。
【００６８】
　なおＳｔｅｐ１１，１３，１４において、ＭＰＵ１０２は、例えばヒューズ１０８と切
り替え部１０６の接続状態と電気コネクタ部７８とビデオプロセッサ８２の接続状態から
、スコープユニット３が光源装置７２とビデオプロセッサ８２と接続しているか否かを、
判断する。またＳｔｅｐ１１，１３，１４において、ＭＰＵ１０２は、スコープユニット
３が光源装置７２と、ビデオプロセッサ８２から取り外されたか否かを判断したが、本実
施形態では、これに限定する必要はない。例えば図示しない検査終了ボタンによって動作
を終了しても良い。例えば検査終了ボタンが押された際に信号が出力される。ＭＰＵ１０
２は、この信号を受信した際、Ｓｔｅｐ１２の動作を実施しても良い。
【００６９】
　次に流体が吸引用管路を流れたことを検出することで体腔内に挿入されたスコープユニ
ット３が再挿入されることを防止する動作方法について説明する。
【００７０】
　この動作は、図６におけるＳｔｅｐ２の動作のみが異なるため、この箇所についてのみ
説明する。
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【００７１】
　吸引ポンプ７０が駆動した際、電流値が一定値まで上昇すると、流体が体腔内から吸引
される。検出部１０４は、電流値を計測し、ＭＰＵ１０２にこの計測結果を有する信号を
送信する。ＭＰＵ１０２は、この信号を受信し、閾値と比較し、スコープユニット３の使
用の有無を判断する（Ｓｔｅｐ２）。
【００７２】
　この後の動作は、上述したように流体を送気、または送水する場合と同様であるために
省略する。
【００７３】
　このように本実施形態の内視鏡システム１において、未使用のスコープユニット３が光
源装置７２に接続し、吸引ポンプ７０、または送気・送水ポンプ７１が起動した際に、検
出部１０４は、吸引ポンプ７０、または送気・送水ポンプ７１の電流値を検出する。電流
値が閾値を越えた際、ＭＰＵ１０２は管路に流体が流れたことを検出する。ＭＰＵ１０２
は、検出部１０４から取得した検出結果から、ヒューズ１０８を切断するように切換スイ
ッチ１０６Ｓを切り換え、切り替え部１０６からＨＩＧＨの信号を受信し、スコープユニ
ット３が使用済みであると判断する。その際、ＭＰＵ１０２は、内視鏡が使用され始めた
ことを警告部１１２に警告させる（第１の警告）。
【００７４】
　使用済みのスコープユニット３が光源装置７２と接続した際（Ｓｔｅｐ１：Ｎｏ）や、
計測時間が検査可能時間を越えた際（Ｓｔｅｐ８：Ｙｅｓ）、モニタ８４は、スコープユ
ニット３が使用済みであるという警告（第２の警告）を表示し、内視鏡画像を表示しない
。またスコープユニット３が光源装置７２と、ビデオプロセッサ８２から取り外された際
、ＭＰＵ１０２は、計測時間を初期化し、表示されていない内視鏡画像を再び表示させ、
警告部１１２に第２の警告を停止させ、動作を終了する。
【００７５】
　これにより本実施形態の内視鏡システム１は、体腔内に挿入された挿入部を抜去した後
、再挿入することを防止することができる。つまり本実施形態の内視鏡システム１は、使
用済みの内視鏡がそのまま再使用されることを防止できる。
【００７６】
　また本実施形態の内視鏡システム１は、未使用の挿入部２が体腔内に挿入された後、計
測部１１４によって使用時間を管理し、挿入部２を所望する時間操作することが可能であ
る。よって本実施形態の内視鏡システム１は、未使用の挿入部２が体腔内に挿入され、送
気・送水ポンプ７１によって流体が体腔内に流れた際、または吸引ポンプ７０によって体
腔内から流体が吸引された際、未使用の挿入部２を使用済みと検出し、検出直後に内視鏡
システム１の動作を終了させてしまうことを防止できる。
【００７７】
　また本実施形態の内視鏡システム１は、ヒューズ１０８をコネクタ８に搭載している。
例えばスコープユニット３が使用済みである場合、ヒューズ１０８は切断されている。よ
ってこのスコープユニット３が光源装置７２と接続した際に、ＭＰＵ１０２はスコープユ
ニット３が使用済みであることを検出する。このように本実施形態の内視鏡システム１は
、スコープユニット３が光源装置７２と接続した際に、このスコープユニット３が使用済
みであることをヒューズ１０８の状態から判断でき、体腔内に再挿入してしまうことを防
止することができる。
【００７８】
　また本実施形態は、挿入部２の挿入状態を検出するためにヒューズ１０８を用いている
ために安価にすることができる。
【００７９】
　なお警告部１１２は、音を出力するとしたが、これに限定する必要はなく、例えばモニ
タ８４に注意を喚起する文字、線、または画像等を表示させても良い。
【００８０】



(13) JP 2008-289594 A 2008.12.4

10

20

30

40

50

　またモニタ８４は、計測時間、または残り時間の少なくとも一方を表示しても良い。
【００８１】
　なお前述した第１の実施形態において、ヒューズ１０８の状態から挿入部２が挿入され
たか否かを検出したがこれに限定する必要はない。例えば第１の変形例において図７に示
すようにスコープユニット３に使用状態記憶部である例えばＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性を
有するメモリ１２０を設けても良い。このメモリ１２０には、挿入部２が体腔内に挿入さ
れ使用済みであることを表す使用済み情報が記憶される。
【００８２】
　例えばＭＰＵ１０２が、送気・送水ポンプ７１の電流値が閾値を超えたことを検出した
場合、送気・送水ポンプ７１が流体を流したと判断する。ＭＰＵ１０２は、検出結果を有
する制御信号をメモリ１２０に出力する。メモリ１２０は、この制御信号（使用済み信号
）を取得することで管路の使用状態（使用情報）を記憶する。
【００８３】
　また使用済みの挿入部２を有するスコープユニット３が光源装置７２と接続した際、Ｍ
ＰＵ１０２は、メモリ１２０の記憶状態から挿入部２が体腔内に挿入されて使用済みであ
ると判断する。　
　これにより本変形例は、第１の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００８４】
　次に図８を参照して本発明に係る第２の実施形態について説明する。　
　図８は、本実施形態における内視鏡システムの制御構成を示す図である。前述した第１
の実施形態と同様の部分には同じ符合を付し、その詳細な説明については省略する。本実
施形態における内視鏡システム１は、前述した第１の実施形態とは異なり、吸引ボタン３
６や送気・送水ボタン３８の押圧状態を検出することで挿入部２が体腔内に挿入されて使
用済みであるか否かを検出する。
【００８５】
　図１乃至図３に示すように吸引ボタン３６や送気・送水ボタン３８は、操作部４に設け
られている。検出部１０４は、例えば送気・送水ボタン３８において、送水のために送気
・送水ボタン３８が押圧されているか否かを検出する。検出部１０４は、送気・送水ボタ
ン３８の押圧状態を検出すると、第１の実施形態と同様に検出結果をＭＰＵ１０２に出力
する。この検出動作は、吸引ボタン３６が吸引のために押圧された場合も同様である。吸
引ボタン３６、または送気・送水ボタン３８が押圧され、検出部１０４が検出結果をＭＰ
Ｕ１０２に出力した後の動作は、第１の実施形態と同様であるため省略する。また検出部
１０４は、送気・送水ボタン３８において、送気のために孔９２が塞がれているか否かを
検出する。検出部１０４は、孔９２が塞がれていることを検出すると、第１の実施形態と
同様に検出結果をＭＰＵ１０２に出力する。検出部１０４が検出結果をＭＰＵ１０２に出
力した後の動作は、第１の実施形態と同様であるため省略する。
【００８６】
　このように本実施形態は、送気・送水ボタン３８の押圧状態、孔９２の状態、吸引ボタ
ン３６の押圧状態を検出することで挿入部２が体腔内に挿入されて使用済みであるか否か
を検出する。これにより本実施形態は、前述した第１の実施形態と同様の効果を得ること
ができる。また本実施形態は、送気・送水ポンプ７１の電流値に影響されることなく、送
気・送水ボタン３８、孔９２、吸引ボタン３６の状態から挿入部２が体腔内に挿入されて
使用済みであるか否かを検出するため、より高精度に挿入部２が使用済みであることを検
出できる。
【００８７】
　なお上述したように送気・送水ボタン３８が、送気と送水のために個々に分けられてい
る場合、検出部１０４は、それぞれの押圧状態を検出すればよい。
【００８８】
　また上述したように検出部１０４は、送気・送水ボタン３８、孔９２の状態、吸引ボタ
ン３６の押圧状態を検出したが、これに限定する必要はない。例えば第１の変形例として
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、図９に示すように送気・送水ボタン３８の押圧部９０に磁石１２２を設けてもよい。ま
た送気・送水ボタン３８において、磁石１２２から最も離れた位置には、磁石１２２との
相対距離に応じた出力信号を検出部１０４に出力する例えばホールセンサ等の磁気検出部
１２４が設けられている。
【００８９】
　送水の際に、送気・送水ボタン３８が押圧されると、バネ１２５が撓み、図９に示すよ
うに磁石１２２と磁気検出部１２４の相対距離が変化する。磁気検出部１２４は、この相
対距離に応じた出力信号を検出部１０４に出力する。
【００９０】
　検出部１０４は、この出力信号から送気・送水ボタン３８が押圧されているか否かを検
出する。検出部１０４は、第１の実施形態と同様に検出結果をＭＰＵ１０２に出力する。
この検出動作は、吸引ボタン３６が吸引のために押圧された場合も同様である。吸引ボタ
ン３６、または送気・送水ボタン３８が押圧され、検出部１０４が検出結果をＭＰＵ１０
２に出力した後の動作は、第１の実施形態と同様であるため省略する。
【００９１】
　なお送気の場合、孔９２が塞がれていればよいため、送気・送水ボタン３８を、送水の
場合に比べて強く押圧せず、図９に比べて相対距離の変化を小さくすればよい。そのため
この距離に応じた出力信号が検出部１０４に出力される。検出部１０４は、この出力信号
から送気・送水ボタン３８が押圧されているか否かを検出する。検出部１０４は、第１の
実施形態と同様に検出結果をＭＰＵ１０２に出力する。検出部１０４が検出結果をＭＰＵ
１０２に出力した後の動作は、第１の実施形態と同様であるため省略する。
【００９２】
　このように本変形例は、第１の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００９３】
　なお送気、または送水の場合において、本変形例は、相対距離が第１の実施形態におけ
る電流値と同様に設定された閾値以上であるか否かを検出し、送気または送水であること
を判断しても良い。
【００９４】
　また送気・送水ボタン３８の押圧状態は２段階に分けられていてもよい。例えば送気・
送水ボタン３８が一度押圧されると、空気６１が送気される。さらに送気・送水ボタン３
８が押圧されると液体６２が送液される。送気・送水ボタン３８が一度押圧された（送気
）際の磁石１２２と磁気検出部１２４の相対距離は、送気・送水ボタン３８が二度押圧さ
れた（送液）際の磁石１２２と磁気検出部１２４の相対距離とは異なる。よって磁気検出
部１２４から出力される出力信号は、それぞれ異なる。よって検出部１０４は、挿入部２
が体腔内に挿入されて使用済みであるか否かを検出できる。
【００９５】
　次に図１０を参照して本発明に係る第３の実施形態について説明する。　
　図１０は、本実施形態における内視鏡システムの制御構成を示す図である。前述した第
１の実施形態と同様の部分には同じ符合を付し、その詳細な説明については省略する。本
実施形態における内視鏡システム１は、前述した第１の実施形態とは異なり、圧力センサ
等の圧力検出部１２６ａ，１２６ｂを設けている。この圧力検出部１２６ａは、例えば送
気・送水チューブ１６ａに設けられ、送気・送水チューブ１６ａ内の圧力を検出する。圧
力検出部１２６ｂは、例えば吸引チューブ２４に設けられ、吸引チューブ２４内の圧力を
検出する。
【００９６】
　例えば送気・送水ポンプ７１が起動し、液体６２が体腔内に送液される際に、圧力検出
部１２６ａは、送気・送水チューブ１６ａ内の圧力を検出する。圧力検出部１２６ａは、
検出された圧力値が図示しない設定部によって予め設定されている閾値（所望する値）を
越えたか否かを検出する。圧力検出部１２６ａは、圧力値が閾値を超えたことを検出した
場合、検出結果をＭＰＵ１０２に出力する。ＭＰＵ１０２に検出結果を出力した後の動作
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は、第１の実施形態と同様であるため省略する。送気、吸引の場合も同様である。
【００９７】
　このように本実施形態は、送気・送水チューブ１６ａ、吸引チューブ２４内の圧力を圧
力検出部１２６ａ，１２６ｂに検出させることで、第１の実施形態と同様に挿入部２が体
腔内に挿入されて使用済みであるか否かを検出できる。これにより第１の実施形態と同様
の効果を得ることができる。
【００９８】
　なお本実施形態は、送気・送水チューブ１６ａ内の圧力を計測したが、これに限定する
必要はない。例えば送水用管路内、送気用管路内の圧力をそれぞれ検出するために、圧力
検出部１２６ａは、例えば送気チューブ２０などの送気用管路や、送水チューブ２２など
の送水用管路に設けられていてもよい。
【００９９】
　また送水の場合、圧力検出部１２６ａは、送水タンク５２内の圧力を検出しても良い。
また送水タンク５２内の液面高さを検出する検出部を設けても良い。
【０１００】
　また本実施形態は、送気・送水チューブ１６ａ、吸引チューブ２４内の圧力を計測した
が、これに限定する必要はなく、図１１に示すように例えば第１の変形例として流体の流
れる量（流量）を検出する流量センサ等の流量検出部１２８ａ，１２８ｂを送気・送水チ
ューブ１６ａ、吸引チューブ２４内に設けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】図１は、本発明に係る第１の実施形態における内視鏡システムの概略構成図であ
る。
【図２】図２は、内視鏡システムの内部に配設された各管路の配設状態を示す概略構成図
である。
【図３】図３は、送気用管路を示す概略図である。
【図４】図４は、内視鏡システムの制御構成を示す図である。
【図５】図５は、ポンプが起動した際の電流値について示す図である。
【図６】図６は、第１の実施形態における動作方法について示すフローチャートである。
【図７】図７は、ヒューズの代わりにメモリを用いた制御構成の変形例を示す図である
【図８】図８は、第２の実施形態における内視鏡システムの制御構成を示す図である。
【図９】図９は、磁石、磁気検出部を有する送気・送水ボタン、吸引ボタンを示す。
【図１０】図１０は、第３の実施形態における内視鏡システムの制御構成を示す図である
。
【図１１】図１１は、第３の実施形態において、圧力検出部の代わりに流量検出部を用い
た制御構成の変形例を示す図である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１…内視鏡システム、２…挿入部、３…スコープユニット、４…操作部、６…ユニバー
サルコード、８…コネクタ、１６…送気・送水ノズル、１６ａ…送気・送水チューブ、１
８…先端開口部、２０…送気チューブ、２２…送水チューブ、２４…吸引チューブ、３６
…吸引ボタン、３８…送気・送水ボタン、４４…処置具挿通チャンネル、５２…送水タン
ク、５６…送気管、７０…吸引ポンプ、７１…送気・送水ポンプ、７２…光源装置、８２
…ビデオプロセッサ、８４…モニタ、９０…押圧部、１０２…ＭＰＵ、１０４…検出部、
１０６Ｓ…スイッチ、１０６…切り替え部、１０８…ヒューズ、１１０…内視鏡停止手段
、１１２…警告部、１１４…計測部、１２６ａ，１２６ｂ…圧力検出部、１２８ａ，１２
８ｂ…流量検出部。
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